
デュアルワイヤ管理の設定

この章は、次の内容で構成されています。

•デュアルワイヤ管理（1ページ）
• Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件（1ページ）
• Cシリーズサーバと Cisco UCSドメインとのクラスタセットアップでの接続（5ペー
ジ）

•クラスタセットアップの物理的な接続の図（6ページ）
• Cシリーズサーバと UCSドメインとの非クラスタセットアップでの接続（8ページ）
•統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サーバの管理（9ページ）
•サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロンモードへ戻す方法（9ページ）
•統合型サーバに関する特記事項（10ページ）

デュアルワイヤ管理
CiscoUCSManager共有LOMを通じて既存のラックサーバ統合および管理オプションがサポー
トされ、データトラフィックと管理トラフィックに 2本の異なるケーブルが使用されます。
Cisco UCS Managerと統合するための前提条件は、Cシリーズサーバに組み込まれています。
Cisco UCS Managerと統合するための正しいサーバファームウェアを使用していることを確認
してください。使用していない場合は、サーバファームウェアをアップグレードしてから、

サーバをCiscoUCSManagerと統合してください。『CiscoUCSHost UpgradeUtility, User Guide』
を参照してください。

Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件

Cisco UCS 6536ファブリックインターコネクトは、デュアルワイヤ統合をサポートしていま
せん。

（注）

クラスタセットアップの要件
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次に、クラスタセットアップでの Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとの統合の要件を
示します。

• Cisco UCS Managerを実行する Cisco UCSシステム。

•デュアルワイヤ統合をサポートするアダプタ。

デュアルワイヤ管理は Cisco VICアダプタでのみサポートされて
おり、サードパーティ製アダプタではサポートされていません。

カードの完全な一覧については、サポートされるCシリーズサー
バとアダプタカードを参照してください。

（注）

•任意の Cisco UCS Cシリーズサーバおよび対応する Cisco UCSManagerリリースバージョ
ン。

• CiscoUCSVIC 1225、CiscoVIC 1227、CiscoVIC 1225T、Cisco
VIC 1227T、Cisco VIC 1385、Cisco VIC 1387 MLOM、 Cisco
VIC 1467 MLOM、または Cisco VIC 1477 MLOM もデュアル

ワイヤ管理をサポートしています。

（注）

デュアルワイヤ管理に Cisco UCS VICを使用している場合は、次の表に記載されているス
ロットのいずれかにカードを挿入してください。

Cisco UCS Managerリリース 4.2以降、M3サーバーはサポートさ
れていません。

（注）

表 1 :デュアルワイヤ統合用の Cisco UCS VICスロット

PCIeスロットサーバ

任意の x16スロットCisco UCS C220 M4サーバ

任意の x16スロットCisco UCS C240 M4サーバ

2、3、4、5、7、8、9、10

スロット 1と 6に、Cisco VIC
1225を装着することはできませ
ん。

（注）

Cisco UCS C460 M4サーバ

任意のスロットCisco UCS C220 M5サーバ

任意のスロットCisco UCS C240 M5サーバ
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PCIeスロットサーバ

MLOM、1、2Cisco UCS C240 SD M5サーバ

1～ 8Cisco UCS C480 M5サーバ

1～ 8Cisco UCS C480 M5サーバ

11, 12, 13, 14Cisco UCS C480 M5 MLサーバー

任意のスロットCisco UCS C220 M6サーバ

任意のスロットCisco UCS C240 M6サーバ

• 2系統の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトまたは Cisco UCS 6200
シリーズまたは 6300シリーズの FI。サーバトラフィックを伝送するスイッチポートが
サーバポートとしてイネーブルになっている必要があります。

•次の FEXタイプのうち 2つを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• Cisco Nexus 2232PPまたは 2232TM-E FEXは 6200シリーズ FI
に、CiscoNexus 2232PP、2232TM-E、または 2348UPQは 6300
シリーズ FIに接続できます。

• FEXの 2つの電源装置それぞれに電源コードを接続する必要
があります。電源装置が電源に接続されていない場合は、電

源投入時自己診断テスト（POST）中に「重大な」障害の報告
が表示されることがあります。たとえば、「Power supply
1 in fex 6 power: error」などです。不足している電
源コードをFEX電源装置に接続すると、これらのエラーをク
リアできます。

（注）

• RJ-45イーサネットケーブル × 2。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィックパ
スの接続に使用されます。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）× 2。

• 10 Gb Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル X 4。

デュアルワイヤ管理の設定

3

デュアルワイヤ管理の設定

Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件



•各 FEXと対応する FIの接続用ケーブル X 1（最小限）。

•サーバとFEXの間のデータトラフィックパスのリンク用ケー
ブル X 2（最小限）。

• FEXから FIへのアップリンク用ケーブルX 4（最小限）。10
Gbツインアキシャルケーブルか、次の SFPタイプのケーブ
ルのいずれかを使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。アップ
リンクでSFPのタイプを混在させると、「Discovery Failed」
エラーが表示されます。

重要

非クラスタセットアップの要件

Cisco UCS Managerおよび Cシリーズラックマウントサーバとともに、非クラスタセッ
トアップでサーバを統合する場合は、次のコンポーネントが必要です。

• 1系統の Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトまたは Cisco UCS
6200シリーズまたは 6300シリーズのファブリックインターコネクト。ファブリック
エクステンダ（FEX）を接続するスイッチポートは、サーバポートとしてマークす
る必要があります。

•次のいずれかの FEXタイプを使用できます。

• Cisco Nexus 2232PP

• Cisco Nexus 2232TM-E

• Cisco Nexus 2348UPQ

• RJ-45イーサネットケーブル X 1。RJ-45イーサネットケーブルは、管理トラフィッ
クパスを接続します。

• 1000BASE-T SFPトランシーバ（GLC-T）X 1。

• 10 Gb SFPケーブル X 3。

デュアルワイヤ管理の設定

4

デュアルワイヤ管理の設定

Cisco UCS Managerとのデュアルワイヤ統合の要件



• 6200シリーズ FIを使用している場合は、少なくとも 4本の
SFPケーブルが必要です。

•サーバとFEXの間のデータトラフィックパスの接続用のケー
ブル X 2。

• FEXからファブリックインターコネクトへのアップリンク用
のケーブル X 4。FEXから FIへのアップリンクに使用する 4
本の各ケーブルでは、サポートされている 10 Gbツインアキ
シャルケーブルか、次のSFPタイプのケーブルのいずれかを
使用できます。

• SFP - 10GE-SR

• FET - 10GE

（注）

CシリーズサーバとCisco UCSドメインとのクラスタセッ
トアップでの接続

各Cシリーズラックマウントサーバの接続の図については、クラスタセットアップの物理的
な接続の図（6ページ）を参照してください。

Cisco UCS Managerと統合するには、サーバの Cisco IMCが工場出荷時の設定に設定されてい
ることを確認してください。

重要

ステップ 1 ラックにサーバを設置します。使用しているサーバの『Install and Upgrade Guide』を参照してください。
インストールガイドは、次の URLから入手できます。Install and Upgrade Guides

ステップ 2 管理トラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。

a) GLC-Tトランシーバをファブリック Aに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

b) GLC-Tトランシーバをファブリック Bに接続されている FEXのポートに挿入します。FEXの任意の
ポートを使用できます。

c) サーバの背面パネルにある1Gbポートと、ファブリックAのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

d) サーバの背面パネルにある 1Gbポートと、ファブリックBのFEXに挿入したトランシーバとの間を、
RJ-45イーサネットケーブルで接続します。

ステップ 3 データトラフィックのパスを接続するには、次の手順を実行します。
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a) サーバのアダプタカードとファブリック Aの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

b) サーバのアダプタカードとファブリック Bの FEXのポートの間をサポートされている SFPケーブル
で接続します。FEXの任意のポートを使用できます。

ステップ 4 FEXから FIへのパスを接続します。これらのパスでは、データトラフィックと管理トラフィックの両方
が伝送されます。

a) FEX Aと FI Aの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Aの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

b) FEX Bと FI Bの 2つのポートの間をサポートされている 2本の SFPケーブルで接続します。FI Bの任
意のポートを使用できますが、サーバトラフィックに対応可能なポートである必要があります。

• Cシリーズの統合のネットワークトポロジとケーブル接続の詳細については、「ネットワークト
ポロジとサポート対象ケーブル」の項を参照してください。

• FEXでは、アップリンクに 8ポートの右側のブロックだけを使用できます。

•アップリンクの最大数は 8です。FEXと FIとの間のポートの配線に関する要件は、Cisco UCS
Managerの FIディスカバリポリシーに基づいて変化します。

•アップリンクでSFPタイプを混在使用しないでください。混在させると、「Discovery Failed」
というエラーが発生します。

ステップ 5 電源コードをサーバの各電源装置に接続し、次に接地された AC電源コンセントにコードを接続します。

ステップ 6 サーバをリブートします。

クラスタセットアップの物理的な接続の図
次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCSドメイン、Cisco UCSManagerとの
物理接続の例を示しています。

次の図は、Cシリーズラックマウントサーバと Cisco UCS Managerを統合する場合の配線構
成を示しています。青色で示されたパスでは、管理トラフィックが伝送されます。ゴールドで

示されたパスでは、データトラフィックが伝送されます。
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図 1 :クラスタセットアップの配線構成

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

（注）

Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus
2232TM-E、または Cisco Nexus
2348UPQ FEX（ファブリック B）

6CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

Cシリーズラックマウントサーバ7FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2

1 Gbイーサネット LOMポート8Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
またはCiscoNexus 2348UPQFEX（ファブリッ
ク A）

3

サポート対象 PCIeまたはMLOMス
ロット内の 10 Gbアダプタカード

9CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック B）

4

FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック B）

5
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CシリーズサーバとUCSドメインとの非クラスタセット
アップでの接続

CシリーズサーバとUCSドメインを接続する場合は、CシリーズサーバとUCSドメインとの
非クラスタセットアップでの接続で説明されているのと同じ手順を実行します。ただし、2つ
の FIと 2つの FEXを接続する代わりに、1つの FIと 1つの FEXのみ接続します。

図 2 :デュアルワイヤの非クラスタセットアップの例

次の図は、デュアルワイヤ管理の非クラスタセットアップの例です。

XGbは 40ギガビットイーサネット接続または 10ギガビットイーサネット接続を表します。
10ギガビットイーサネットの場合、次のケーブルが使用されます。

• 4 X 10ブレークアウト Small Form-Factor Pluggable（SFP）ケーブル

• 4 X 10アクティブ光ケーブル（OAC）

• Qualified Security Assessor（QSA）モジュールを使用する 10G Small Form-Factor Pluggable
（SFP）ケーブル

（注）

Cisco UCS Cシリーズサーバ4CiscoUCS 6200シリーズまたは 6300 FI（ファ
ブリック A）

1

1 Gbイーサネット LOMポート5FEXポートの GLC-Tトランシーバ（ファブ
リック A）

2
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サポート対象 PCIeスロット内の Cisco
UCS VICアダプタ

6Cisco Nexus 2232PP、Cisco Nexus 2232TM-E、
またはCiscoNexus 2348UPQFEX（ファブリッ
ク A）

3

統合後の Cisco UCS Managerでのラックマウント型サー
バの管理

Cisco UCSドメインと統合されているすべてのラックマウントサーバを、Cisco UCS Manager
によって管理し、モニタリングできます。統合後は、ラックマウントサーバの管理タスクはす

べて Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIのサービスプロファイルからのみ
実行します。Cisco UCS Managerによるサーバの管理を開始すると、Cシリーズラックマウン
トサーバ Cisco IMCは使用できなくなります。

Cisco UCS Managerは、検出された各ラックマウントサーバに関する情報、エラー、および障
害を提供します。

Cisco UCS Managerからの Cシリーズラックマウントサーバ C-Series Rack-Mount Serversの管
理の詳細については、使用しているリリースの『Cisco UCS Manager Configuration Guide』の
「Managing Rack-Mount Servers」の章を参照してください。

サーバを Cisco UCSドメインモードからスタンドアロン
モードへ戻す方法

Cisco UCS Managerソフトウェアを使用して Cisco UCS Cシリーズサーバを管理すると、その
サーバに UCS Managerサービスプロファイルが関連付けられます。Cシリーズサーバをスタ
ンドアロンモードに戻す（すなわち Cisco IMCソフトウェアで管理できるようにする）場合
は、UCS Managerで次の処理を行う必要があります。

ステップ 1 サーバへの UCS Managerサービスプロファイルの関連付けを解除する。

ステップ 2 アダプタからの接続を削除します。

ステップ 3 手動でサーバの電源オンします。

ステップ 4 前面パネル KVM接続を接続します。

ステップ 5 ブート中にアップ F8キーを押します。

ステップ 6 CIMCを工場出荷時の初期状態またはスタンドアロンモードにリセットします。
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サーバへのサービスプロファイルの関連付けを解除しなかった場合、UCSManagerによって割
り当てられたMACおよびWWN番号が引き続きサーバで維持されることがあります。これに
よって番号付けが重複し、UCS Managerで管理されている他のサーバとの間で競合が生じる可
能性があります。さらに、サービスプロファイルの関連付けを解除せずにサーバをスタンドア

ロンモードに戻した場合、そのスタンドアロンサーバでは LSI RAIDコントローラがブート可
能デバイスとして表示されないため、ローカルでの再起動ができなくなります。

注意

統合型サーバに関する特記事項
Cisco UCSシステムの Cシリーズサーバに接続する場合は、次の点を確認してください:

•統合サーバでの Cisco UCS VICファームウェアと ubootイメージの更新

•統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態（10ページ）

•アダプタカードの注意事項と制約事項（11ページ）

• FEXの考慮事項（11ページ）

サポートされている FEX-to-FIのアップリンクケーブルの SFPタイプ
Cシリーズ UCSMの統合には、次の用途で 10 Gb SFPケーブルが 6本必要です。

•サーバと FEXとの間のデータトラフィックのパスの接続：ケーブル 2本

• FEXから FIへのアップリンク：ケーブル 4本

FEXから FIへの 4つのアップリンクでは、Cisco 10 Gb Twinaxケーブルか、次の SFPタイ
プのいずれかを使用できます。

• SFP-10GE-SR

• FET-10GE

アップリンクで SFPタイプを混在使用しないでください。アップリンクで SFPのタイプを混
在させると、「Discovery failed」のエラーが発生します。

注意

統合されたサーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態

電源ボタンまたは Cisco UCS Managerを使用して、統合された Cシリーズサーバの対応する
サービスプロファイルに希望する電源の状態をDownと設定している場合、サーバを停止させ
てDown状態にしようとすると、サーバと実際の電源の状態が一致しなくなります。これによ
り、この後、サーバが予期せずシャットダウンすることがあります。
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電源がオフの状態からサーバを安全に再起動するには、Cisco UCSManagerでブートサーバア
クションを使用します。

次の表は、サーバの電源ボタンを使用した場合に、サーバの実際の電源状態とCiscoUCSManager
サービスプロファイルの電源状態がどのように違うかを示しています。

表 2 :サーバの電源の状態とサービスプロファイルの電源の状態の違い

サービスプロ

ファイルで必

要とされる電

源状態

[UCSM
Equipment]タ
ブに表示され

る電源状態

アクション後

の実際のサー

バの電源状態

実際の電源ボ

タンによる操

作

サーバの初期

電源状態

サービスプロ

ファイルの初

期電源状態

下へオンオンボタンを押し

て電源を入れ

る

Offダウン

アップ消灯消灯ボタンを押し

て電源を切る

On上へ

アダプタカードの注意事項と制約事項

Cisco UCS Cシリーズサーバと Cisco UCS Managerとの統合でアダプタカードを使用する場合
は、次の点を検討してください。

• Cisco UCS Managerでは、サーバに PCIスロットが 5つ以上ある場合でも、統合された
Cisco UCS Cシリーズサーバでは 4つの UCS管理対象アダプタカードのみサポートされ
ます。サーバに 5つ以上のアダプタカードが搭載されている場合、統合後に、Cisco UCS
Managerでのラックサーバの検出が失敗します。

• UCSで管理されるサーバでアダプタカードの追加、削除、または交換を行う場合は、ま
ずCiscoUCSManagerでサーバの稼働を中止する必要があります。処理が終了したら、サー
バを再稼働させます。

•クラスタ UCS Manager環境にあるサーバの各アダプタに複数のアダプタを装着する場合
は、各アダプタをパス Aと Bの両方に接続する必要があります。アダプタの両方のポー
トを単一のパスに接続しようとすると、サポート対象外の構成であるために検出が失敗し

ます。各アダプタからファブリックに1つのリンクのみ接続しようとすると、カード障害
時にサーバが再起動して、データパスが再検出されることがあります。これらのシナリオ

はいずれも、接続オプションではサポートされていません。

FEXの考慮事項

FEXの稼働中止/再稼働後の接続先サーバの再確認

CiscoUCSFEXの稼働中止または再稼働後は、必ずそのFEXに接続されているすべてのサーバ
を UCS Managerで再確認する必要があります。

デュアルワイヤ管理の設定
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デュアルワイヤ管理の設定

アダプタカードの注意事項と制約事項



デュアルワイヤ管理の設定
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デュアルワイヤ管理の設定

FEXの考慮事項



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


